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ス
ロ
!
フ
l
ド
運
動
と
い
う
の
が

あ
る
・
「
伝
統
的
食
材
を
守
り
、
味

ゃ
斜
理
を
棄
し
み
.
次
世
托
に
も
本

物
を
伝
え
て
い
く
こ
》
。
そ
し
て
、

何
か
ら
何
ま
で
あ
く
せ
く
量
む
古
傷

性
化
し
て
い
く
現
忙
の
な
か
で
、
倒

件
事
念
聾
し
て
い
〈
こ
と
」
を
い
う
・

『ニ
ッ
ポ
ン
官
軍
ス
ロ
1
7
1
ド
宜

冒
，
』
(
木
楽
舎
)
は
、
東
京
国
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ス
ロ
l
フ
l
ド
の

-r m神に則
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
生

産
者
小
売
庖
や
専
門
馬
レ
ス
ト

ラ
ン
、
そ
し
て
体
験
農
業
ス
ポ
ッ
ト

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
ラ
イ
ブ
を
嗣
芥
し
て
い
る
@

ζ
れ
エ
怖
で
、

東
京
の
ス
ロ
1
フ
ー

ド
が
わ
か
る
。

ほ
と
ん
ど
の
ペ
ー
ジ
が
窓
真
入
り

で
オ
ー
ル
カ
ラ
1
.
「
ゆ
っ
く
り
宜

事
を
し
、
い
ま
ま
で
宜
べ
て
き
た
宜

の
環
壇
を
且
事
、
人
と
鮪
ら
う
」
1

伝
統
、
ゆ
っ
く
り
、
本
噛
安
全

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
こ
の
本

は
控
目
さ
れ
る
。
在
牛
病
騒
き
以
降
、

全
轟
、
日
本
ハ
ム
‘
雷
同
生
品
な
ど

食
の
偽
袈
事
件
が
相
次
い
だ
た
め

ス
ロ
ー
プ
1
ド
は
に
わ
か
に
脚
光
を

浴
ぴ
る
よ
つ
に
な
っ
た
。
そ
の
令
舗

の
波
に
こ
の
本
は
乗
る
。
回
刊
。

*

「
あ
る
先
駆
的
な
哲
学
者

{ラ
イ

プ
ニ
ツ
ツ
]
の
思
想
が
、
ち
ょ
う

t

三
百
年
の
誓
月
を
経
て
、
現
集
化
す

る
・
漂
い
思
索
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
三
百
年
か
か
っ
て
追
い
つ
い
た
」

黒
崎
政
男
氏
相
朝
日
新
聞
)。

哲
学
者
、
数
隼
者
、
法
掌
者
、
歴

史
家
、
外
交
官
、
図
書
館
員

。

バ
ロ
ッ
ク
の
天
才
ラ
イ
プ
ニ

ツ
ツ
の
、

分
断
さ
れ
た
学
聞
を
再
統
合
す
る
自

由
で
劃
造
的
な
書
勢
町
今
町
時
托

に
求
め
ら
れ
て
い
る
・

『ラ
イ
ブ
ニ

yγ
重
(
工
作
章
は
、

ラ
イ
ブ
ニ
ツ
ツ
の
尭
哩
や
情
報
処
理

の
妙
技
に
着
目
し
、
四
つ
の
担
厘
か

ら
、
ラ
イ
プ
ニ

γ
ア
哲
学
の
[
考
え

方
の
線
っ
こ
]
に
わ
か
り
や
す
く
迫

る
本
u
r
-
-
畏
型
衛
/
弘
の
存
在
術
/

発
明
術
と
実
践
術
/
情
報
ネ
y
ト
ワ

ー
ク
街
。
態
解
な
テ
ー
マ
を
、
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

哲
学
す
る
と
覇
が
柔
ら
か
く
な
る
.

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
既
・
は
、
ラ
一
イ
プ

ニ
γ
ツ
ま
で
き
て
も
イ
イ
。
市
川
H
。

*

『東
京
大
地
躍
は
必
ず
起
き
る
』

(
文
芸
春
秋
)
は
、
も
う
少
し
、
タ

イ
ト
ル
に
驚
き
が
欲
し
い
。

「政
府
や
企
業
の
借
瞳
菅
理
体
酬
を

古
め
て
事
前
事
他
恨
の
あ
ら
ゆ
る
対

応
を
明
示
し
た
防
虫
教
科
竜
出
火

や
延
焼
な
ど
で
特
に
伝
面

Yぷ
EB取
は

ど
こ
か
」。

販
売
は
東
京
に
限
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
ぷ
ん
亮
り
や
す
い
。

新
轡
と
い
空
手
経
き
が
、
売
り
に

つ
な
が
る
。
河
川
H
.

食

『
士
吾
自
の
天
草
が
幽
た
ζ

と
で
、

オ
グ
マ
ノ
デ
ィ
l
ノ
は
、

日
本
で
も
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
て

し
ま
っ
炉
、
彼
の
本
が
売
れ
る
路
線

は
、
す
で
に
象
け
て
い
る
.

『人
生
同
地棄
噛
b
し
い
も
の
だ
』

〔P

H
P
研
露
思
は
、
マ
ン
デ
ィ
!
ノ

の
成
功
哲
学
の
原
点
で
あ
る
。

「人
類
史
上
最
高
町
底
功
を
手
に
入

れ
れ
，
貞
が
語
る
『
人
生
の
ル

1
ル
弓

小
直
で
は
な
い
が
、
知
ゑ
置
で
臨

む
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
百
刊
。

『マ
ッ
キ
ン
ぜ
i
か
島
生
ま
れ
た

M
B
A世
界
慢
強
也
事
崎
恵
膏
』

イ
己
バ
ル
タ
原
案
原
作
/

グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ス
ク
フ
ォ
l
ス
駅

総
合
法
令

本
体
優
裕
一
九
。
。
門

マ
ッ
キ

長
!
の
コ
J
サ
ル
タ
J
ト
・
置

周
じ
側
発
さ
れ
た
@
一一ヲ一

-M
Z軒
を

.
縛
化
・
M
B
A
理
給
調
疹
量
宙
実
の
ビ
ジ
ネ

ス
で
ど
う
通
用
す
る
か
を
、
高
凶
器
を

使
わ
ず
に

ma.ォ
l
ル
カ
ラ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
も
・
2
・
c
O
A
EU
M
付
き
・

『シ
ス
コ
」

-
7
1ピ
ヲ
ド
ス
タ
ウ
フ
ァ
1
/
金
利
光
駅

三
修
笹
本
体
価
格
ニ
ニ
0
0内

-tコマ
l
ス
(
‘
乎
商
取
引
}
で
世
界

を
制
刻
し
た
ト
ン
プ
会
轟
・
ン
ス
コ
ン
ス

一7
ム
ズ
の
震
曾
綾
睡帽
を
敵
底
鯵
瞬
す
る
・

そ
の
強
さ

u、
C
E
O
に
紙
佳
し
た
ジ
ヨ

J
4
7
Z
J
パ
ー
ス
と
い
う
一
人
物
に
負
ラ

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
著
者
同
悼
み
て
い
る
・

『置
灘
に
転
.
す
る
』
有
線
畏
鍾

プ
上院乙
T
Jト
社
本
体
価
格
ご
a
O
O門

プ
ロ
の
録
音
コ
J

ゆ
ル
タ
〆
ト
6
・
訴
に

伝
聴
ー

そ
の
体
般
が
「
般
歳
殿
略
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
と
し
て
結
実
し
た

.a雛
に

u

向
〈
人
と
向
か
な
い
人
が
あ
る
と
い
う
・

自
己
分
訴
を
優
し
つ
つ
、
世
画
。
ぅ
良
村

胃
生
命
量
〈
た
め
の
‘
む
得
を
畢
ホ
ず
る
・

『車
問
厳
遭
融
学
パ
ズ
ル
』

徴
的
錐
理
能
力
向
上
屡
・
開
会

斬
議
経
本
像
情
緒
七
八
O
円

撮
涯
の
有
名
中
学
や
縁
関
大
学
の
数
学
問

軍
は

解
法
の
丸
暗
記
や
テ
クニ
ッ
ク
ど

"
で
ほ
攻
略
で
き
な
い
レ
ペ
ル
に
な
っ
て

い
る
。
数
学
の
本
質
量
事
力
発
穆
刀

仁
あ
る・

理
数
が
得
意
な
人
ち
そ
う
で
傘

い
人
も
‘
紙
麗
垂
備
や
大
島
の
鍾
・
"
に、

工
健
搭
臨
し

τみ
る
と
お
も
し
ろ
い・

『コ
ー
チ
ン
ヲ
マ
ネ
ジ

Fノ
ト
』
伊
-
守

王
ス
カ
ヴ
ァ
l

本
体
値
裕
二
0
0
0
門

ンン
プ
ル
か
つ
基
本
的
一な
手
塗
と
し
て
遠

目
さ
れ
て
い
る

「
コ
ー
チ
ン
グ
」・

uた

し
て
ど
ん
な
点
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
革
命

を
も
た
ら
す
のか・

本

--u、その
理
磁

か
ら
実
段
、
令
事
司
ノ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

の
a-z韮
，
で
'
且
像
的
に
示
す
・
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